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ｊR 橋梁上流左岸の不法工作（法面削られる） 

 

仁川掘削でメッチャ奇麗になったと喜ぶ子供たち。 

 

伊孑志堰上流掘削工事終了して堰復旧した。 

 

生瀬橋上流左岸の土砂撤去が進む。 

 

森興橋下流掘削工事で昔の岩が掘り起こされた感じ。 

 

城山トンネル出口工事始まる 

河口～生瀬間の各所で一斉に河床掘削が行われていたが工事終盤を迎え少しずつ 終形が分かるようになってきた。

仁川合流点護床工が現れるレベルまで掘削。遊んでいる子供に声掛けたら、チチャイ魚一杯いる奇麗になってメッチ

ャ嬉しいと喜んでいた。本川寄り砂州は手つかずで基本的な流れは変わらず、瀬と淵の連続は維持され淵で魚釣りも

期待できそう。伊孑志堰上流掘削工事が終わり堰は元通り戻されたが魚道の水量は僅かで魚の移動困難だろう。工事

中のポンプアップ取水より取水量が多くなった。生瀬橋左岸上流に積み上げられていた土砂撤去が進み元の状態に戻

りつつある。右岸護岸工事が終わると相当景観が変わるだろう。景観も生きもの環境も良くなることを期待したい。 

JR 鉄橋上流左岸側で低水護岸の樹木伐採して法面を階段状に削り取る人がいる。善意でやっているのであろうが、

砂質の法面が雨で流され崩れチョットやり過ぎのように思う。警察も役人も来たけど悪いことしているつもりないか

ら何ら問題はないと元気盛ん。森興橋下流の大きな岩がピョコンと顔を出しており、鮎が釣れていた頃の姿に戻るこ

とを期待したい。城山トンネル工事も出口地殻まで進んだのか、大多田橋～西宝橋付近の歩道が付け替えられたり、

工事用道路・柵などの工事が始まり相当煩雑な模様になった他、仮設橋使用開始まで交通も窮屈な感じになりそう。 


